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2. PDCA サイクル検討 WG における活動内容 
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2.1 PDCA サイクルとは 
PDCA  PDCA cycle

plan-do-check-act cycle

図－2.1 Plan  Do  Check
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2.2 コンクリート工事におけるPDCAサイクルの必要性 
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図－2.2 WG
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表－2.1 PDCAサイクル検討WG担当報告書の目次案 
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図－2.1 PDCA サイクル 

 

 
図－2.2 コンクリート構造物群の PDCA サイクル 

 

 

図－2.3 コンクリート工事における PDCA サイクル

の検討例 
 

P

A

C

D

設 計

点検・ 評価

改善 施 工
A

P

D

C

P

P

施工計画

設計計画

維持管理
計画

-24-



図－2.3 WG

PDCA

PDCA

A

 

2.3 コンクリート工事における PDCA サイクルの事例 
(1) PDCA サイクルの事例 

PDCA

図－2.4 Plan Do

Check

Act PDCA

27
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(2) チェックする方法・ツールの事例 
図－2.5 19-20

2)

図－2.3
PDCA C

 

 

(3) 品質改善する技術の事例 
PDCA

D

 

2.4 提案するコンクリート工事におけるPDCAサイクル 
図－2.6
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図－2.5 コンクリートの品質評価試験法とコンクリ

ート工事の関連 
 

 

図－2.4 山口県における「ひび割れ抑制システム」
1) 
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3. シミュレーション WG における検討 

AE

3)

WG

BIM 

(Building Information Modeling)4) CIM (Construction 

Information Modeling)5)

BIM(CIM)

 
 

図－2.6 本委員会が提案するコンクリート工事における PDCA サイクル 
 

表－3.1 シミュレーション WG 担当報告書の目次案 
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BIM(CIM)

PDCA

 

表－3.1 WG

( )  

3.1 流動モデルに関する調査 

(1) 連続体モデルの概要 

6)

bi-viscosity model7)

regularized Bingham model8) 図－3.1

9)

10) 11)

12)

13)

14)

図－3.2  

 (2) 非連続体モデルの概要 
15),16)

図－3.3

17)

3.2 流動解析手法に関する調査 

図－3.1 ビンガムモデルの近似 

 

 

図－3.2 内部圧力差を駆動力とする材料分離モデル 14) 

 

 

図－3.3 非連続体モデルの要素節点モデル
15) 

 

-27-



表－3.2

MPS 18)

MPS
19)

17) 図－3.4
8

3.3 BIM(CIM)と流動解析を援用したフレッシュコンクリ

ートの充填シミュレーションの試み 

BIM(CIM) 3

BIM(CIM)

20)  

BIM(CIM) 3

 

図－3.5 BIM MPS
21)
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表－3.2 流動解析手法の分類 

 

 

図－3.4 配筋条件別の粗骨材モデルの流動解析結果
17)
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図－3.5 BIM と MPS 法による充填シミュレーション 

 

 

図－3.6 BIM(CIM)と流動解析を援用したコンクリー

ト充填解析システムの概要
21) 
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図－3.6  
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4. 試験法規格化 WG における検討 
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PDCA C Check
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4.1 フレッシュコンクリートの試験方法 
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表－4.1 WG3 目次（案） 
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WG JCI TC074A

JCI

 

4.2 スランプ試験後の平板叩きによるコンクリートの簡

易変形試験方法（試案） 

 

 

2016

9

 

1) 

 

2) 

 

3) 

 

 
図－4.1 円形縁が有るとき試料の例 

 

 

 

図－4.2 円形縁がないときの試料の例 
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4) 
450 

mm 550 mm

450 550 mm

22),23),24)  

5) 図－4.1 図－4.2

 

 

4.3 建築配合向けの試験方法の評価 
25)

26) 27)

18cm 21cm

y

 

4.4 JCI-TC074A 委員会における現場実験の追跡調査 
JCI-TC074A
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5. おわりに 
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